
  

  ＜園内外めぐり 園舎内外＞ 

幼稚園の中や外にはどんな場所があるのかな？ 

いろいろな場所を探検しながら、園舎内外の遊び場・行ってはいけない所や、 安全な遊具の乗り方・約束などを知らせ

ます。年長は、楽しく安全な戸外遊具の乗り方に重点をおき、再確認をします。 

  お知らせとお願い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保育情報  

６月幼稚園だより 
令和４年５月２３日 

開成町立開成幼稚園 

園長   米山 孝 

今月の保育目標  

年長 

◎自分の思いや考えを言葉で伝え、友だちと遊びを進める

楽しさを感じる。 

◎栽培している植物や梅雨時の動植物にふれ、気付いたり

発見したりしながら進んで関わろうとする。 

年中 

◎友だちや教師に自分の思いを表しながら、遊びを進めて

いく楽しさを感じる。 

◎身近な自然に触れ、関心を持って関わろうとする。 

年少 

◎教師や友だちと過ごす中で、自分のしたい遊びを十分に

楽しむ。 

◎梅雨時の自然に興味を持って関わる。 

太陽の日差しがまぶしい季節となり、子どもたちは戸外で

も元気いっぱい遊びを楽しんでいます。園生活やクラスにも

慣れ、園庭ではかけっこや砂場等、友だちを誘って遊ぶ姿も

見られます。他クラスの遊びや友だちにも関心を持つように

なりました。 

６月から水遊びが始まります。感染対策をとりながら、水

の心地よさやおもしろさを味わうことができるよう、また急

激な気温の上昇等に十分留意しながら保育を進めていきたい

と思います。 

 

絵本紹介 

『あおくんときいろちゃん』作・絵：レオ・レオニ 

 主人公は折り紙を丸くちぎったような青と

黄色のまる。この２つの丸がお話の世界を生き

生きと動き回り、泣いたり笑ったりと感情を表

します。我が子がまだ小さかった頃、あおくん

ときいろちゃんが会ったらみどりになる事に

とても興味を持ち、絵の具を使ってあおくんや

きいろちゃんを紙に書いて色遊びをしたなぁ、

と思い出しました。絵の具を出したら、青と黄

色でおさまるはずもなく、さらに赤色や白色も

登場し、お友だちが来たよ、とだいだいくんや

むらさきちゃん、ピンクくんも加わり、勝手に

お話を作ったりしました。 

 幼稚園でも雨がたくさん降る梅雨の時期。絵

の具を使った遊びを各クラスで楽しんでいま

す。色の概念がわからない小さな子でも楽しめ

る一冊です。        小林 雅子 

 

＜年中年長観劇「とんからり」 劇団風の子さん＞  

 劇団風の子さんによる劇を、どんぐり会館で午前中に年

中児、午後年長児が鑑賞します。劇団員さんの趣向を凝らし

た演出や演技に子どもたちは引き込まれます。 

来園されるときのおねがい 

◎感染症拡大予防のため、当面の間は日常の

保育の参観をご遠慮ください。ご理解のほ

ど、よろしくお願いいたします。 

・できるだけ自転車または、徒歩で

お越しくださるようご協力をお

願いいたします。 

◎御用で来園される際は、来園者証を忘れず

にお持ちください。 

◎お車で来園の際は、駐車証を必ずダッ

シュボードに置いてください。 

◎この幼稚園だよりでは、幼稚園でどのよう

な活動をするのかなど、園生活に関する情

報をお届けします。 

◎園だよりと行事予定表は、町のホームペ

ージにも掲載しております。 

＜年少 親子お弁当の日 園周辺散歩＞ 

 親子で園周辺の田んぼへ出掛けます。おたま

じゃくしや、あめんぼに出会えるかな？園周辺

の豊かな自然のなかで、新たな発見をしたり、

親子でゆったり触れ合える機会になるといい

な、と思っています。お弁当は園に戻ってきて

から親子で食べます。 

 

＜年中年長 お弁当の日 あじさい農道方面＞ 

年長児は７日、年中児は１７日にあじさい農道を散策しま

す。開成幼稚園が里親となり育てているあじさいのところに

も立ち寄ります。開成町の花「紫陽花」の様々な色や、田園

風景、田んぼから吹き抜ける心地よい風…など、たくさんの

ことを感じ取ってほしいと考えています。暑くなってくる時

期ですので、日差しや気温等にも留意し、水分補給・休息等

適宜取りながら、安全に気を付けて行きたいと思います。お

うちに帰ったら、ぜひお子さんから話を聞いてみてください

ね。 


